
保福第１の１６号様式(第3条の2第2項､第5条第1項)

寄附金そ 差引所 補助対 補助基 補助基 　補助 補助金 備

区分 の他の収 要額 象経費 準によ 本額 　率 等交付

   入 り算出 申請額

した額 考

(Ｆ×Ｇ)

金 額 (Ａ－Ｂ)

Ａ Ｂ 　　　Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 　Ｇ Ｈ

　　円 　　円 　　　円 　　　円 円 円 円 　　　円

令和○年度介護従事者確
保総合推進事業（実務者
研修等支援事業）

○○,○○○ ○○,○○○ ○○,○○○ ○○,○○○ ○○,○○○ ○○,○○○ 10/10以内 ○○,○○○

補助事業の名称を記載 斜 線 で 抹
消

斜 線 で 抹
消

経費の総額 寄付金、収入等
があれば記載

Ａ－Ｂ 保福第2263-2号
様式で算出した
合計額と一致

内示額を記載 ＣとＤとＥを比
較して少ない方
の額

10/10以内
と記載

Ｆ×Ｇ
千円未満の端数
がついた場合は
切り捨て

合計

　　５　「補助基本額」欄には、当該補助金等の算出の基礎となるべき額を記載すること。

　　６　定額補助の場合は、「補助率」欄を斜線で抹消すること。

注  １　この様式は、補助基本額の算出に当たり補助事業等に要する経費から寄附金その他の収入を控除すべきこととされている補助金等の交付を申請する場合に使用すること。

　　２　「区分」欄には、事務又は事業の名称（必要があるときは、細分された項目等当該補助事業において区分すべきこととされている事項）を記載すること。

　　３　「補助事業等に要する経費」欄には、当該補助事業等に係る経費の総額を記載するものとし、「単価」、「数量」欄が不用のときは斜線で抹消すること。

　　４　「補助基準により算出した額」欄には、補助基準（額）が定められているときはその基準により算出した額を記載し、補助基準が定められていないときは斜線で抹消すること。

単価 数量

補助金等交付申請額算出調書

補助事業等に要

する経費


